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大原看護専門学校
O H A R A  N U R S I N G  S C H O O L



自主性と創造性を尊重し、自主性と創造性を尊重し、
自ら行動できる看護師へ自ら行動できる看護師へ
　本校は、看護師として必要な人格、教養および専門的
知識ならびに技術を修得させ、医療を通じて広く社会に
貢献し、専門職としての看護師を育成する。あわせて 
資質を身につけるとともに、調和のとれた看護師を育成
することを目的としています。

教育理念

私たちは、以下のような入学者を望みます。

アドミッションポリシー

看護師になりたい意思がある人。

人に関心を持ち、人と関わることができる人。

自分のなりたい看護師像に向かい、自ら学び
自身を成長させる努力ができる人。

命を大切にすることができる人。

基礎学力を有する人。

　本校の教育は、学校の創設者がモットーと
していた“Life・Light・Love”の３つの『Ｌ』
を基本理念としている。進展する医療に対
応できるような判断力、応用力を備えた看護
師としての役割を認識し、主体的に学び行動 
することのできる専門職業人としての基礎的
資質を身につけるとともに、調和のとれた 
看護師を育成する。

ディプロマポリシー
Ⅰ 対象を理解する力Ⅰ 対象を理解する力

１．対象をありのままに捉えることができる。
２．対象を尊重し、その人らしさを考えることができる。

Ⅳ 輝き続ける力Ⅳ 輝き続ける力
１．自己を肯定的に捉え、磨き続けることができる。

Ⅱ 看護を実践する力Ⅱ 看護を実践する力
１．科学的根拠に基づいて行動できる。
２．リフレクションから、よりよい看護を展開できる。

Ⅲ 人間関係を築く力Ⅲ 人間関係を築く力
１．対象と援助的関係を形成することができる。
２．保健・医療・福祉チームの一員として連携・協働

することができる。

学校の創設者がモットーとしていた、
３つの『Ｌ』の意味

Life 命  命を守ること

Light 光  希望の光を与えること

Love 愛  愛情を持った
　　　　　　　　かかわりをすること



　毎年10月に「宣誓式」が行われます。
　1 年生は、近代看護の創始者であるナイチンゲールから「看護の灯」を
受け継ぎ、学生一人ひとりが看護師になる決意を宣誓します。

入学式

遠足

球技大会

わらじ祭り

オープンキャンパス

卒業式

学校祭

看護研究発表会

4 月

６月

２月

８月

３月

10 月

宣誓式

充実したキャンパスライフ充実したキャンパスライフ

送別会



●　大原綜合病院（本院） ／ 健診予防センター　　●　大原医療センター
●　エンゼル保育所　　●　大原訪問看護ステーション� ……他

大原記念財団　関連施設大原記念財団　関連施設

　大原綜合病院をはじめとした、一般財団法人 大原記念財団関連の
施設で充実した実習と学習ができます。

　実習施設の医師・看護師の他、福島県立医科大学
および福島大学の教授や准教授など、第一線で活躍
している方々が講師として指導してくれます。

充実した実習施設

優秀な講師陣

理想の看護実践環境で、理想の看護実践環境で、
保健・医療・福祉を学ぶ保健・医療・福祉を学ぶ

　福島市内各所にある一般財団法人 大原記念財団関連施設で実習を行うことができ、実習施設には
本校の卒業生が多く勤務しているので、安心して積極的な学習への取り組みができます。

９階　東病棟スタッフステーション健診予防センター ５階　レストラン・講堂

大原綜合病院



　多くの卒業生が実習や講義などを担当しているので、
きめ細やかな指導を受けることができます。本校を 
卒業した先輩だからこそできる相談など、学習を含めた
幅広いサポートが受けられます。

頼れる卒業生

　学校長・副学校長のほか専任教員９名、全学生105名の
看護専門学校ですので、教師と学生との距離が近くアット
ホームな雰囲気で学ぶことができます。

安心できる距離感

　実践的な校内実習設備はもちろん、仲間たちと過ごす
キャンパス内も快適に過ごせるよう設備の充実をはかって
います。
　また、JR 東福島駅から徒歩５分、阿武隈急行卸町駅
から徒歩７分という通学のしやすさも魅力の一つです。

満足できる施設

将来学生の気持ちに寄り添える
養護教諭になりたい

　私は将来学生の気持ちに寄り添える養護教諭になりたいと考えて
います。本校を志望した理由は大学への進学実績があり、グループ
ワークが多かったためです。私自身コミュニケーションをとること
に苦手意識があり、寄り添う看護を提供するためにはコミュニケー
ションが必要であると考え、本校でなら克服できるのではと思い志
望しました。実際に本校は少人数で他学年との交流も多く、新たな
知識や考えを得ることができ、コミュニケーション能力も身につき
ました。クラスの人たちは明るく思いやりがあり、分からないこと
があれば助け合い、実習やテストのときは励まし合いながら共に頑
張っています。休み時間は笑顔があふれ、団結力のある温かい雰囲
気の中で成長することができています。

52回生
大畑 璃々羽

学生の

窓

知識・技術の習得と患者さんの
立場に立って物事を考える看護師

　私は何度か入院したことがあります。入院中、初めは不安な気持
ちで過ごしていましたが、看護師さんはいつも優しく笑顔で接して
くださり、安心して入院生活を送ることができました。この経験か
ら看護師に憧れを抱くようになり、看護師の道に進みました。私の
理想とする看護師像は「患者さんの気持ちに寄り添い、確かな知識
と技術で安心感を与え、信頼される看護師」です。理想の看護師像
を実現するためには知識・技術の習得と患者さんの立場に立って物
事を考えることが必要だと思います。看護の根拠を理解しながら学
びを積み重ねることで確かな実践力を身につけていくとともに、患
者さんの表情や仕草などの小さな変化に気づきながら、思いやりを
持って関わっていきたいです。
　私が本校を志望した理由はいくつかありますが、一つは授業でのグループワークが多い
ため仲間と協力しながら学びを深めることができるからです。看護師に必要な知識や技術
だけでなくコミュニケーション能力も高めることができます。授業やテスト、実習と忙し
くも充実した毎日を送っていますが、クラスの仲間と協力して看護師という夢に向かって
楽しみながら頑張っています。

53回生
橋本 悠希

学生の

窓



深い看護観を確立するカリキュラム深い看護観を確立するカリキュラム

カリキュラム構造図 臨地実習
看護の統合実習

看護師への未来を拓く実習

人生の軌跡を支え　る実習対象を知る実習

看護過程の展開実習 地域で生活する人と支え　る人を知る実習

健康障害課題別実習
地域での療養を支える実習
こころの健康と生活を支える実習
子どもらしく輝き続けることを支える実習
新たないのちの誕生を支える実習
エンドオブライフケアを展開する実習
生命の危機状態から回復を支える実習
地域の人々のいのちを守る実習

状況に応じた看護　を知る科目

いろいろな状況の人を知る科目

人の生活を支える科目

対象に合った日常生活を
整える看護の展開

望ましい医療提供をするための
看護の展開

周産期の理解
子どもの健康障害
呼吸器疾患の理解
循環器疾患の理解
消化器疾患の理解
腎・泌尿器の疾患の理解
内分泌・代謝疾患の理解
免疫・血液造血器・眼疾患の理解
外科療法・運動器疾患の理解
脳・神経疾患の理解
女性生殖器・感覚器・皮膚疾患の　理解
精神疾患の理解

人と人の生活を知る科目

こころの理解
リプロダクティブヘルスケア
子どもの理解
おとなの理解
高齢者の理解
地域と暮らし

薬理学
総合治療論
病態生理学
病理学

認知高齢者の看護
こころの状況に応じた生活支援
子どもの発達に応じた支援
高齢者の日常生活援助
地域における健康増進への支援
地域と人の暮らしを支える基盤

病期に応じた看護

公衆衛生学

国際看護
災害看護

物理学　　情報科学　　英語
国語表現法　　　人間関係論

哲学　　統計学　　看護研究　　看護関係法規
チーム医療の理解　　社会福祉論 看護実践のコアの科目

LLL論

1年次 2年次 3年次

人を知る科目

DPⅣ
輝き続ける力
１．自己を肯定的に捉え、

磨き続けることがで
きる

DPⅢ
人間関係を築く力
１．対象と援助的関係を
形成することができる

２．保健・医療・福祉チーム
の一員として連携・
協働することができる

DPⅡ
看護を実践する力
１．科学的根拠に基づいて

行動できる
２．リフレクションから、

よりよい看護を展開
できる

DPⅠ
対象を理解する力
１．対象をありのままに

捉えることができる
２．対象を尊重し、その人
らしさを考えることが
できる

各学年の統合する力を
学ぶ科目

対象の状態に応じた看護の展開

心理学
栄養学
生化学
微生物学
人体の構造と
　　機能Ⅰ～Ⅲ
生物学
社会学

看護学概論
看護理論
看護過程
看護提供のしくみ
看護技術の基礎
感染予防の技術
ヘルスアセスメント
環境を整える技術
食を整える技術
排泄を整える技術
うごくことを整える・
　　　　安楽確保の技術
清潔に整える技術
呼吸・循環を整える技術
創傷管理・与薬の技術

在宅にお　ける療養者の支援
こころの　状況に応じた治療と看護
周産期の　看護
子どもの　健康レベルに応じた看護
高齢者の　治療から生活の再構築に向けた看護
呼吸器疾　患を持つ成人への看護
循環器疾　患を持つ成人への看護
消化器疾　患を持つ成人への看護
外科的治　療を受ける成人への看護
腎・泌尿器　・女性生殖器の疾患を持つ成人への看護
内分泌・　代謝疾患を持つ成人への看護
免疫・運　動器疾患を持つ成人への看護
脳・神経　・感覚器疾患を持つ成人への看護
がん看護

医療安全
医療マネジメント

大原看護専門学校ゆるキャラ
エルちゃん



　大原看護専門学校を卒業すると、看護師の国家試験の受験資格と保健師学校・助産師学校および
養護教諭課程の受験資格が得られます。当校は高い合格実績をほこっております。

カリキュラム構造図 臨地実習
看護の統合実習

看護師への未来を拓く実習

人生の軌跡を支え　る実習対象を知る実習

看護過程の展開実習 地域で生活する人と支え　る人を知る実習

健康障害課題別実習
地域での療養を支える実習
こころの健康と生活を支える実習
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生命の危機状態から回復を支える実習
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状況に応じた看護　を知る科目

いろいろな状況の人を知る科目

人の生活を支える科目

対象に合った日常生活を
整える看護の展開

望ましい医療提供をするための
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おとなの理解
高齢者の理解
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国語表現法　　　人間関係論

哲学　　統計学　　看護研究　　看護関係法規
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1年次 2年次 3年次

人を知る科目

DPⅣ
輝き続ける力
１．自己を肯定的に捉え、

磨き続けることがで
きる

DPⅢ
人間関係を築く力
１．対象と援助的関係を
形成することができる

２．保健・医療・福祉チーム
の一員として連携・
協働することができる
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看護を実践する力
１．科学的根拠に基づいて

行動できる
２．リフレクションから、

よりよい看護を展開
できる

DPⅠ
対象を理解する力
１．対象をありのままに

捉えることができる
２．対象を尊重し、その人
らしさを考えることが
できる
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学ぶ科目
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心理学
栄養学
生化学
微生物学
人体の構造と
　　機能Ⅰ～Ⅲ
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食を整える技術
排泄を整える技術
うごくことを整える・
　　　　安楽確保の技術
清潔に整える技術
呼吸・循環を整える技術
創傷管理・与薬の技術
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こころの　状況に応じた治療と看護
周産期の　看護
子どもの　健康レベルに応じた看護
高齢者の　治療から生活の再構築に向けた看護
呼吸器疾　患を持つ成人への看護
循環器疾　患を持つ成人への看護
消化器疾　患を持つ成人への看護
外科的治　療を受ける成人への看護
腎・泌尿器　・女性生殖器の疾患を持つ成人への看護
内分泌・　代謝疾患を持つ成人への看護
免疫・運　動器疾患を持つ成人への看護
脳・神経　・感覚器疾患を持つ成人への看護
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医療安全
医療マネジメント



〒960-0102　福島市鎌田字原際 ７ 番の ３
TEL（024）553-9964　FAX（024）553-9967

https://school.ohara-hp.or.jp

（厚生労働大臣指定　専修学校認可）

（2025.12）

明治35年　大原病院院長 大原一が福島私立助産婦看護婦学校を設立

昭和25年　大原病院乙種看護婦養成所を設立
昭和28年　大原病院准看護婦養成所と改称
昭和48年　大原高等看護学院第１回生入学（定員20名）
昭和50年　大原病院准看護婦養成所廃止
昭和52年　学校教育法の改正に伴い大原看護専門学校と改称
昭和63年　福島市鎌田に校舎新築移転

平成 元年　第17回生より定員１学年35名に増員
平成 ８年　専門士（医療専門課程）称号の付与認定校となる
平成27年　40回生卒業（１回生から1,101名の卒業生となる）
平成29年　42回生卒業（１回生から1,173名の卒業生となる）
令和 ２年　45回生卒業（１回生から1,274名の卒業生となる）
令和 ５年　48回生卒業（１回生から1,369名の卒業生となる）
令和 ７年　51回生卒業（１回生から1,471名の卒業生となる）

交通のご案内
ＪＲ東北本線　東福島駅下車　徒歩５分
阿武隈急行線　卸町駅下車　　徒歩７分

大原看護専門学校
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